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早期多収桑園における春秋兼用法が収量に及ぼす影響
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1　は　じ　め　に

桑苗多植Iこよる早期多収桑園は，植付当年から多収が期

待でき，しかも採桑作業が能率的に行えることなど利点が

多く，その普及が強力に推進されている。

しかし．収穫体系は夏秋専用法となっているため．普及

現場からは春秋兼用桑園としても利用したいという要望が

強い。

そこで．寒冷地での多植桑園に夏切法を植付2年目から

導入した場合の収穫量及び樹勢等に及ぼす影響を最近登録

された新品種も加えて検討した。

2　試　験　方　法

供試桑園は，1984年春に栽植距離1．2×0．5mとし．桑

苗を植え付けポリマルチを行った当場開場である。供試桑

品種は．改良鼠返，しんいちのせ，しんけんもち，はやて

さかりの4品種である。

植付当年の晩秋垂期には基部80cm残しで中間伐採収穫を

行った。植付2年目以降には春姦期6月10日基部伐採．晩

秋期9月20日80cm残し中間伐採とする方法で毎年同日に収

穫を行った。

供試圃場の肥培管理については．植付時は当場の慣行に

より実施した。2年目には10〃当たり⑳固形肥料（N；10，

P205；4，K20；4）を春肥に120抄，夏肥に180

匂施与し．その後ロークリ排を行った。冬肥には苦土石灰

100句を全面散布した。

3年目以降は同じ肥料を10α当たり春に180句，夏に120

吋施し，苦土石灰は2年日と同量施用とした。なおその他

の管理は当場の慣行に従い前年同様実施した。

調査は収穫量・枝粂長・枝条構成・枝枯長・枯損株等に

ついて行った。

3　結果及び考察

1984～87年春蚕期までの調査成績を表1～2に示した。

春蚕期の収量は各年ともしんいちのせが最も優り，次いで

しんけんもちであった。改良鼠返は3年目までは，はやて

さかりより優ったが．4年目春蚕期は枝の枯込みが多く収

量が劣った。晩秋期の収穫量も春姦期と同傾向であった。

枝条構成調査を各姦期Iこ行った。伸長のおう盛なのはし

表1早期多収桑園における春秋兼用法の
年次別収量（10‘才当たり辱）

品　 種 年 次

春 蚕 期 晩 秋 垂 期 年 間 合 計

粂 桑 量 新 梢 量 条 桑 量 葉 量 条 桑 量
新 梢

糞 量

改 良 鼠 返

’8 4

2 ．3 3 2 1，6 0 9

1．6 8 7 1．1 6 2 1．6 8 7 1 ．1 6 2

】8 5 1，4 9 9 1．1 9 0 3 ．8 3 1 2 ．7 9 9

’＄6

－8 7

2 ．0 1 0

9 4 6

1 ．2 1 3

4 6 3

2，2 4 0 1，3 5 0 4 ．2 5 0 2 ，5 6 3

し　　 ん

’8 4

2 ，6 6 5 1 ，8 3 9

2 ．2 4 9 1 ．4 7 5 2，2 4 9 1，4 7 5

’8 5 1 ．9 1 5 1．5 3 2 4 ，5 8 0 3 ，3 7 1

い ち の せ ’8（〉

’8 7

2 ，4 3 2

1 ，9 3 5

1 ．5 0 5

1 ，0 6 9

1 ，9 9 0 1 ，2 0 0 4 ，4 2 2 2 ，7 0 5

し　　 ん

’8 4

2 ，3 8 2 1 ．7 3 7

1．9 3 2 1 ，2 4 9 1 ．9 3 2 1，2 4 9

’8 5 1．4 1 6 1 ，1 7 4 3 ．7 9 8 2 ．9 1 1

け ん も ち ．’8 6

’8 7

2 ，2 8 2

1，3 7 2

1 ．4 4 6

7 3 t〉

1．5 6 6 1．1 3 0 3 ．8 4 8 2．5 7 6

は　 や て

’8 4

2 ．1 7 4 1，4 7 4

1，9 5 7 1，2 9 6 1 ．9 5 7 1，2 9 6

’8 5 1．5 6 6 1，2 3 2 3 ，7 4 0 2，7 0 6

さ　 か　 り ’8 6

’8 7

2 ．1 8 2

1，6 6 2

1，1 4 7

8 4 2

1．6 4 9 1．2 8 1 3 ，8 3 1 2 ．4 2 8

裏2　収穫時枝条構成　　　　　　　（株当たり）

品　 種 年 次

春　　 姦　　 期 晩　 秋　 姦　 期

伐 採

条 数

伐 採

延 粂 長

椚 当
た り
所 梢 量

伐 採

条 数

伐 採

延 条 長

椚 当
た り
彙 量

（本） 匝 ） （列 （本） （椚） （列

改 良 鼠返

’84

’85 3．5 2．82 3 4 2

4．0

6．5

4．04

6．04

17 2

1 1 8

’86

’87

6．0

7．0

4．20

3．29

1 7 3

8 4

7．0 5．67 14 2

し　　 ん

’84

’85 3．0 2．73 4 4 2

3．0

6．0

4．35

5．88

2 0 3

15 6

い ちの せ ’86

’87

6．0

6．0

4．26

2．52

2 1 1

2 5 4

6．0 4．74 15 1

し　　 ん

’84

’85 3．5 2．49 4 1 8

3．5

6．5

3．90

5．46

19 2

12 8

けん もち ’86

’87

6．0

6．0

4．50

3．66

19 2

1 2 0

6．0 4．6 8 14 4

は　 や て

’84

－85 2．5 1．76 5 0 2

3．0

5．5

3．46

3．96

2 24

1 86

さ　 か　 り ’86

’87

5．0

5．0

3．50

2．65

19 6

19 0

6．0 4．65 16 5

んいちのせで．改良鼠速としんけんもちが同程度でこれに

つぎ，症も劣るのがはやてさかりであった。しかし枝が倒

伏することはなかった。一方しんけんもちは枝が横臥する
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傾向がみられ．台風による枝の折損も他品種より強く起こ

ることがあり．特に発育おう盛な枝条に側枝の発生が多く

なる年もあった。

晩秋毎期のれ当たり菓量は改良鼠速に比べていずれの品

種も多く，特にはやてさかりは220g余を示した年もある。

その他の品種も各年とも優り，多椿による葉の硬化は少な

いことが観察された。

年間収量をみると，各品種とも2年日の収穫量が最も多

く，3年目は減少傾向がみられ．夏切りの影響が樹勢に及

ぼすことがうかがわれた。

表3　枯損株割合

品　　　 種
調 査 株 数 枯　　 株 同 左 割 合

（株） （株） （％）

改　 良　 鼠 返 50 12 24

しんいちのせ 50 9 18

しんけん もち 50 14 28

はやて さか り 50 11 22

注．1987年　春蚕期収穫時調査

次に枯損株の発生割合を表3に示した。調査は1987年春

蚕期であるが，しんけんもちが28％の発生で最も多く，次

いで改良鼠返，はやてさかり，しんいちのせの順であった。

欠株の要因は主として萎縮病・芽枯病などぎあるが，特に

しんけんもちに萎縮病が多発する傾向が認められた。

蓑4　枝枯割合

品　　　 種

前 年 晩 秋 期 平　　 均
同 左 割 合

平　　 均

－－

長　　 k m） （m I （％） （c m）

改　 良　 鼠 返 8 0 3 4 ．5 4 1．8 4 5．5

しん い ち の せ 8 0 3 8 ．0 4 7 ．4 4 2 ．0

しん け ん も ち 8 0 2 1 ．0 2 6 ．3 5 9．0

は や て さか り 8 0 2 8 ．6 3 5 ．0 5 1．4

注．1987年　春委期調査

また枝枯調査の結果を表4でみると，枝枯割合はしんい

ちのせ47．8％，改良鼠返41．8％で高く，年によって若干異

なるとは思われるが，これらの品種では晩秋期の伐採時に

は深切りとならないよう十分注意する必要がある。また，

はやてさかりは暖地向き彙品種で，枯込みが最も多いもの

とみられていたが．今回の調査では改良鼠速に比べて少な

かった。

4　ま　　と　　め

本試験は着手以来まれにみる異常気象に遭遇した。すな

わち1984年8月には月間雨量3加と少なく，また1986年8

月5日には台風10号により，1日の降水量192mで当場桑

園の大部分が冠水する被害を受けた。もちろん供試圃場も

同様であった。このような環境下での試験ではあったが，

本県のような寒冷地における多植桑園で，植付2年目から

の連続夏切り収穫は，樹勢に与える影響が大きく，良桑の

多収は望めないことを示唆するものと思われる。
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